
 

 

 

 

 

 

 

当分の間、 

月・金曜日は午後5：30までで受付終了、水曜日午後は院内研修の為休診、とさ

せていただきます。 

よろしくお願いいたします。 
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知恩院 

院長 辻中 まさたけ 

休みの日を利用して京都市内の豆虎というところに久しぶりに食事に出かけた。

少し時間があったため、ついでに知恩院にもお邪魔した。知恩院はわが東海高校

の元々ある浄土宗のご本尊ではあるが京、都に長い間すんでいてもはじめてのお

寺さんである。向かうところは長い大変な階段であり、わたりきるのに往生して

しまった。とりあえず上にたどり着くと、そこでは御朱印をお願いできたり、販

売所があったりした。 

 私は販売所でマグネットの「月かげのいたらぬ里はなけれども・・・」という

母校東海高校校歌とおなじになっているものを購入した。色々なところを散策し

たが、帰りはより安直な道を通ってかることが出来てほっとした。 

 

そして、その晩の豆虎での食事は特に豆寿司というものが有名であったが、そ

れよりも久しぶりにお会いした方との出会いがとても懐かしく感じた。 

高校時代、いまとなってはとても良き青春であった、合掌！！ 

 

 



 

 

 

 

そろそろ、2月～４月にかけて、イチゴの流通ピークになりますね。 

岐阜県の、とあるイチゴ農家にスコットランドからきた研修生の方がいらして、

日本のイチゴについて学ばれているようです。なぜなら、海外ではイチゴといっ

ても、硬くて、糖度もあまりなく、品種も２種類ほどしかないそうです。その点、

日本では、見た目も美しく、糖度があり、種類も３００種類以上あり、現在も新

しい品種が開発されているそうです。中には、一粒５万円以上するいちごも有名

になりましたよね。 

その方は日本で栽培の仕方を学んで、スコットランドでおいしいイチゴをつくる

そうです。日本語もペラペラでとても気さくな性格。イチゴについて語っていた

だきました。 

 いろいろな種類のイチゴが世界でも流通すると面白いかな。と思いながら、 

イチゴをガブリ。やっぱり甘酸っぱくておいしいな～。               

文責 安藤 

 



 

 

花粉症対策 

 

 
 

そろそろ、花粉症の方には、つらい季節がやってきます。 

花粉症とはいったいどんな病気なのでしょうか。花粉症とは、スギやヒノキなど

の植物の花粉が原因となって、くしゃみ・鼻水・目のかゆみ・めやに、などのア

レルギー症状を起こす病気です。 

当院でも花粉症の受診を行っておりますので、 

早めの対応で花粉症シーズンを乗り切りましょう。 

 

 

  花粉症対策の保護メガネあります。 

 

（クリア、ピンク、茶色） 

詳しくは、当院でお尋ねください。 

 

 


